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文学研究科 日本文学専攻 博士課程後期課程 

 

教育研究上の目的 

文学研究科日本文学専攻博士課程後期課程は、自立した日本文学研究者及び高度な専門業務従事者を養

成し、もって、社会に貢献できる人材の育成を目的とします。  

  

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  
文学研究科日本文学専攻博士課程後期課程は、建学の精神に基づく教育目標に定める人材を育成する

ため、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、専門分野に関する次のような高度な能力を身につけ、博

士論文が審査のうえ合格と認められた学生に博士（日本文学）の学位を授与する。  

  

１．  

（１）日本文学に対する専門的職業人としての高度な知識を有し、古典および近現代文学を主とした様々

な文学を総合的にとらえることができる。  
２．  

（１） 古代から現代に至る日本語に対する専門的職業人としての高度な知識を有し、的確な言語使用

を行うことができる。  

（２） 古典および近現代文学に関する高度な分析能力を持ち、専門的研究者として優れた研究ができ

る。  

３．  

（１）専門的研究者として、建学の精神を踏まえ、積極的に多方面で活躍することができる。  

  

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）  
文学研究科日本文学専攻博士課程後期課程は、修了認定・学位授与方針に掲げる能力を修得させるため

に、以下のような内容、方法、評価の方針に基づき、教育課程を編成しています。  

  
１．教育内容  
（１） 後期課程の科目編成は、前期課程と同様、日本文学・日本語学の各分野にわたる科目と、関連

諸科目として、中国文学・中国哲学・文化史・比較文学等の科目を、３年間の教育課程として編

成している。  

（２） 特に、演習科目を研究指導教員による科目として位置付け、前期課程における研究をさらに深

め、より専門的で高度な研究へと進展させられるよう科目編成している。  

（３） 専門的で高度な研究能力・教育能力等を養成し、学界に通用する緻密かつ斬新で独創性のある

博士論文として結実させるよう指導を行う。  

２．教育方法  
（１） 演習科目は少人数による演習形式の授業を行う。博士前期課程での研究成果をふまえ、より高次の

指導を実施する。  

（２） インタラクティブな教育を行う。  
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３．評価方法   
（１） 学位授与方針で掲げられた能力の達成状況を、日本文学専攻における単位取得状況、研究指導受講状

況、学位論文等の結果によって評価するものとする。  

（２） ３年間の総括的な学修成果として、複数教員による博士論文の評価を行う。  

  

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）  
文学研究科日本文学専攻博士課程後期課程は、教育研究上の目的、ディプロマ・ポリシー（学位授与方

針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）に基づき、次のような要件を備えた受験生

を各種選抜試験によって受け入れる。  

１．   

（１）博士課程前期課程・修士課程レベルにおいて修得した学力・技能を基礎に、さらに高度な専門知識・

技能を身につけようとする目的をもっている。  

２．   

（１）研究領域の拡大に努め、学際的・総合的な視野から学問研究に臨むことができ、幅広い教養と広い

視野に立脚した研究能力を身につけ、柔軟な思考ができる  

３．   

（１）国際的な水準で広く活躍することをめざして、常に広い観点から現代社会、文化の諸問題を究明し

ようとする強い意志をもっている。  

  

日本文学専攻博士課程後期課程 AP と入試の関連表  

入試方式  選抜方法  アドミッション・ポリシー 

AP1  AP2  AP3  

後期一般方式  筆記試験  

（外国語）  
●      

面接試験    ●  ●  

後期留学生方式  筆記試験  

（外国語）  
●      

面接試験    ●  ●  
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